
はじめに

、ズダコの標識放流試験

※ 

田中俊輔・山口伸治

藤田修央

津軽海峡地先で、深獲されるミズダコの漁獲量は、たこ樽流し(通称いさり)漁法の導入に伴い第l図

に示すように急激に増えた。 i資源は有限である」としヴ認識にたつと、このままの状況が推移した場

合、近い将来資源の枯渇を招くことが十分に予想される。しかし、ミズダコの成長・移動等の生熊につ

いてはまだ不明の点が多い。そこで、当地先海域におけるミズダコ(子ダコ)の移動および成長状況を

把握し、ひいては子ダコの保護と資源の有効利用を図るため 関係漁業協同組合の協力を得て標識放流

試験を実施した。
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第1図 ミズダコの漁獲量
(各年度漁協業務報告書)

標識放流試験に先立ち、青森県水産試験場と青森地方水産業改良普及所が関係漁協に標識放流の趣旨

を説明し、協力を求めた結果、 12月17日に三厩村漁協に関係者(竜飛漁協、三厩村漁協、今別町西部漁

協、今別町東部漁協、三厩村役場、今別町役場、青森地方水産業改良普及所、青森県水産試験場〉が集

まり次の4点について討議を行うことになった。(1)ミズダコ(子ダコ〉標識放流に係わる先進地の事例

について一三厩村漁協が説明、 (2)タコの生態についてー青森県水産鼠験場が説明、 (3)ミズダコ標識放流

※(青森地方水業改良普及所)
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に係わる各漁協の取り組みについて、 (4)その他、以上4点について討議した結果、各漁協の事情はある

にしても標識放瀞搬を実施することで意見が一致した。

1)放流期間:昭和62年12月一昭和63年2月

2) 放流場所:各漁協の協同漁業権漁場内

3) 放流尾数:1，265尾

4) 放流魚体重2旬以下の子ダコ

5) 標識の種類:ステシレス針金 (8番、直径l棚〉を使って黄色のデスクタッグ(ナγパ一入り〉

を子ダコの腕に付けた。なお、この時ステンレス針金が腕の中心部を通らないようにし、かつ指がl本

入る程度の隙間を作った。

(註:4漁協が放流したミズダコのa:標識番号、 b:体重、 c 放流年月日、 d:放流場所および

水深に関する個体別記録は青森県水産試験場と青船出方水産業改良普及所が保管している〉

結 果

子ダコの放流状況を第1表に、また、放流場所を第2図に示す。

当初、青森県水産試験場と青森地方水産業改良普及所では昭和61年の漁獲実績から按分して、竜飛漁

協 120尾、三脚す漁協235尾、今別町西部漁協70尾、今別町東部漁協75尾(合計500尾〉の放流を計画

した。しかし、 12月17日の討議の席で漁協関係者から r500尾程度では少なすぎる」という意見や、さ

らに 1月18日のタコ値決め会で業者から2切以下のタコは買わないことを示されたことから最終的な放

祈端数は1，265尾に達した。

第1表 ミズダコ放流状況

竜 飛 漁 協 三厩村漁協 今別町西部漁協 今別町東部漁協

年月日 放流場所
G慨 j
尾数 年月日 放流場所

6本宮静
尾数 年月日 放流場所

倒窃司
尾数 年月日 放場 所流

αfcSla 
尾数

相 智t 祖 宵t

63. 1. 12 竜飛沖 30 79 63. 1. 9 六条聞神 30 398 62.12.26 海藻団地内 20 16163.1.12 岬弁 沖天 50 41 

63. 1. 14 竜飛沖 5 37 63. 1.17 六条間沖 60 223 63.1. 5 海藻団地内 20 181 63. 1. 22 岬弁 沖天 50 

63. 1. 23 六条間沖 60 373 63.1. 19 海藻団地内 20 37 63.2. 5 砂森 fケ中 80 12 

63.2. 26 海藻団地内 20 14 

言十 116 994 85 70 

昭和63年3月末までの再捕報告結果を第2表に示す。

再捕したミズダコは今別町東部漁協が放流した70尾のうちの2尾と、三厩村漁協が放流した994尾の

うちの50尾で合計52尾である(再捕率は4.1%)。平舘村磯山で再捕されたのが最も遠く、現在のとこ

ろ下北半島沿岸域や日本海側、あるいは津軽海峡を越えて北海道沿岸域で再捕された報告はない。再捕

までの経過日数は、 40-49日後が44.2%、50-59日後が23.1%、60ー69日後が23.1%で、あった。なお、

放流直後に再捕したミズダコは再放流するように申しあわせたので放流直捕記録はない。再捕した52尾

の日間増重量 (g/日〉は 29.44土7.08g、雌は 20.52 :::l:: 6. 27 g、雌は 20.82土10.69gである。日間増重

量 (g/日)の頻度分布は雌では 15.0-24. 9 gが68.9%で最も多かったたのに対し、雌は 20.0ー

29.9 gが54.6%で最も多く、雌の日間増重量が雌に比べて若干多い。
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第 2図放流場所

第2表再捕報告結呆

放 流再 捕
標識番号
月日漁協場 所水深m 重量同月日日数 場 所 水深m 重量同増重量同再捕漁貝雌雄 9/日

B6851 1.9 三厩六条間 30 1 1. 45 1 1. 27 1 18平舘沖 12 1 1. 9 1 0.45底建網雌 25 
B 7 4 0 1 1. 9 1 • 1 • 1 30 1 1. 5 1 1. 28 1 19 元宇田沖 30 1 2.0 1 0.5 かご 釣網し 不明 26 
B 1 8 7 1 2.5 東部砂ケ森前沖 801 1.81 2.221 17 高野崎北東0.8マイル 70 1 2.3 1 0.5 タル流 雌 29 

B 2 0 0 1 2. 10 1 • 1 • 1 80 1 1. 6 1 3. 1 1 20 釜弁上上大宇泊鉄野字天漁み崎鉄沢さ港ご沖沖沖沖島沖 40 1 1.6 1 0 一 本 雄 0 B5861 1.9 三厩六条問 30 1 2. 1 1 3. 1 1 52 1 ̂  18 ff!J 1l!i i'1' 24 1 3. 1 1 1. 0 1 • 不明 19 1 
C 1 9 3 1 1.23 1 • 1 • 1 30 1 1. 75 1 3. 1 1 38 1 ~ ff 1R 1'1' 1 2.6 1 0.85 タル流し 22 1 
A 2 5 9 1 1. 17 1 • 1 • 1 60 1 1.75 1 3.1 1 43 11: 'f' ~ i'1' 1 75 1 2.7 1 0.951 H 1 22 
A 3 1 1 1 1. 23 1 • 1 H 30 1 1. 20 1 3 3 1 40 1 1:'f'~"" '" C /il;i'1' 1 70 1 1. 9 1 O. 70 1 1 17 
A 3 1 2 1 1. 23 1 N H 60 1 1. 95 1 3.4 1 41 算用師 30 1 3. 15 1 1. 2 1 • 雌 29 
B 6 2 5 1 1. 9 l'  • 30 1 1. 55 1 3.4 1 55 1 H 1 30 1 2.45 1 0.9 1 H • 16 
C 1 8 4 1 1. 23 l'  • 60 1 1. 45 1 3.4 1 41 l'  1 30 1 2.4 1 0.951 • l'  23 
C 2 2 5 1 1. 23 1 "1'  60 1 1. 1 1 3.4 1 41 1 H 1 30 1 1.73 1 0.631 • 1 • 1 15 
A 3 2 5 1 1. 23 l'  • 60 1 1. 8 1 3.4 1 41 l'  1 30 1 3.171 1. 31'1' H 1 • 1 33 
B 8 9 3 1 1. 17 1 H H 60 1 1. 8 1 3.4 1 47 四枚橋 60 1 2.4 1 0.6. 1 • l'  12 
B 6 4 4 1 1. 9 1 H 1 H 30 1 1. 5 1 3. 4 1 55 1 H 1 60 1 2. 6 1 1. 1 1 H 1 • 1 20 
A 3 4 1 1 1. 23 l'  • 60 1 1. 75 1 3. 9 1 46 算用師 25 1 2. 75 1 1. 0 1 • 雄 21 
C 2 3 7 1 1. 23 1 H • 60 1 1. 4 1 3. 9 1 46 l'  1 25 1 2. 1 1 O. 7 1 .雄 15
C 1 2 3 1 1. 23 1 "1  N 60 1 1. 7 1 3. 9 1 46 1 H 1 25 1 2. 8 1 1. 1 1 • 1 " 1 23 
B 6 8 6 1 1. 9 1 H l '  30 1 1. 4 1 3. 9 1 60 l'  25 1 2. 65 1 1. 25 1 N N 1 20 
B 5 8 6 1 1. 9 1"  • 30 1 2. 1 1 3. 1 1 52 大泊漁港沖合 24 1 3.1 1 1. 0 一本釣 19 
C 3 2 1 1. 23 1"  • 60 1 1. 9 1 3. 10 1 47 算 用 師 30 1 3. 15 1 1. 25タノレ流し 雌 26 
C 2 1 1 1 1. 23 1 • l'  60 1 1. 55 1 3. 10 1 47 1 H 30 1 2.5 1 0.951 H 1 1 20 
C 1 9 9 1 1. 23 1 H l '  60 1 1. 55 1 3. 10 1 47 l'  30 1 2.2 1 0.651 • 1 N 1 13 
C 1 4 1 1. 23 1 • 1 N 60 1 1. 65 1 3. 10 1 47 l'  30 1 2. 75 1 1. 1 1 N • 23 
C 6 7 1 1. 23 1 H • 60 1 2.0 1 3. 10 1 47 1 H 30 1 3. 7 1 1. 7 1 N 雄 36
B 6 8 4 1 1. 9 1 H 1 H 30 1 1. 85 1 3. 10 1 61 1"  30 1 3. 1 1 1. 251 N 雌 20
A 2 9 8 1 1. 23 1 H • 1 60 1 1. 8 1 3. 11 1 48 1 1 3仔-401 2. 9 1 1. 1 1 H 1 H 22 
C 5 1 1 1. 23 1 N 1"  60 1 1. 6 1 3. 11 1 48 1 H 1 30-40 1 2. 6 1 1. 0 1 H N 20 
B 9 6 7 1 1. 9 1 N 1 .'  30 1 1. 05 1 3. 11 1 62 1 N 1 30-40 1 2. 3 1 1. 25 1 N N 20 
CI541 1.231 N 601 1.6513111481 N 13仕-401 2. 1 1 0.45 1 N N 1 9 
B 6 1 8 1 1. 9 1 N N 30 1 1. 8 1 3.11 1 62上字鉄 75 1 3. 2 1 1. 4 1 N 雄 22 
A 3 6 9 1 1. 23 1 N H 60 1 1. 2 1 3. 11 1 48 1 1 2. 0 1 O. 8 1 H 雌 16
A 2 1 3 1 1.17 1 H " 60 1 1. 9 1 3.11 1 54上宇鉄 70 1 4. 0 1 2. 1 1 N " 38 
B 7 9 1 1 1. 9 1 N H 30 1 1. 8 1 3. 11 1 62 1 1 2. 1 1 0.3 1 .雄 4
B 5 9 6 1 1. 9 1 N N 30 1 1. 65 1 3. 11 1 62元宇鉄 40 1 3. 4 1 1. 75 1 H N 28 
A3921 1.231 H H 601 1.713.11148上宇鉄 75 1 2.5 1 0.8 l'  N 16 
A 2 9 2 1 1. 23 1 H N 60 1 1. 3 1 3. 12 1 49算用師 30 1 2.1 1 O. 8 1 • 雄 16 
C 351 1.231 N N 601 1.5513.121491 H 3012.510.951 N 19 
B 9 U 8 1 1. 17 1 N N 60 1 1. 4 1 3. 12 1 55 字 鉄字橋 神 70 1 2.0 1 0.6 1 N 1 10 
A 3 5 6 1 1. 23 1 N 1 60 1 1. 6 1 3. 12 1 49上鉄 601 2. 7 1 1. 1 1 H 雄 22
B 9 8 1 1 1. 17 1 H 1 H 1 60 1 1.9 1 3.12 1 55 四枚 沖 70 1 3. 5 1 1. 6 1 N 1 29 
B 6 0 0 1 1. 9 1 N N 1 30 1 1. 85 1 3. 12 1 63 1 H 1 70 1 3. 2 1 1. 35 1 H 雌 21
A 2 6 9 1 1. 17 1 H 1 H 1 60 1 1751 3.121 55 1 H 70 1 2.8 1 1. 051 N N 1 19 
A 3 1 4 1 1. 23 1 H N 1 60 1 1. 4 1 3. 14 1 51 磯 宇山島 I中 2. 3 1 O. 9 1 N H 1 17 
B 7 1 8 1 1. 9 1 H H 1 30 1 1. 9 1 3. 14 1 65上鉄 751 3. 0 1 1. 1 l'  • 1 16 
B 6 3 9 1 1. 9 1 H H 1 30 1 1. 8 1 3. 15 1 66藤沖 3013.51 1.71 125  
A 2 7 0 1 1. 17 1 N H 1 60 1 1. 5 1 3. 15 1 58 トヤマ沖 35 1 2. 4 1 O. 9 1 1 15 
B 6 6 2 1 1. 9 1 N 1 N 1 30 1 1. 25 1 3. 15 1 66 1 N 1 60 1 2.6 1 1. 351 1 20 
B 7 9 4 1 1. 9 1 N 1 H 30 1 1. 7 1 3. 15 1 66 l '  60 1 2.7 1 1. 0 雄 15
A 3 2 0 1 1. 23 1 H N 1 60 1 2. 4 1 3. 15 1 52 算用師 5014.01 1.61 130  
B 7 3 2 1 1. 19 1 N N 30 1 2.3 1 3. 15 1 66 1 N 50 1 4.0 1 1. 7 1 N 1 25 
B 8 9 6 1 1. 17 1 N 1 N 60 1 1. 6 1 3.15581 N 5013.11 1.51 N 125  
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ま と め

今回、津軽海峡に面した津軽半島の4漁協が標識放流したミズダコは体重がほぼ2旬以下の子ダコで、

各漁協がこれらを無償で提供した。まだ放流後の経過日数(昭和63年3月31日)が少なく、十分な成果

が得られたとは言えないが、今回の標識放流からミズダコの成長や、移動状況が解明されるについて今

後は放流する時期、ミズダコの大きさ、放流する場所および水深など多くの課題が出てくることが予想

される。

また、後述するように昭和6詳には日本海側の小泊漁協や、下北半島突端の大間漁協が既に標識放流

を行っていることを考えると、これらの各漁協も含めて広範囲に標識放流することによってより多くの

知見が得られるものと思われる。なお、北海道の戸井町にある 3漁協のタコ部会(会員 921人〕では昭

和6C咋 3月から昭和62年3月までに1.512尾のミズダコを放流して多くの成果をあげているとし、う。将

来は北海道も含めた津軽海峡域におけるミズダコ資源の有効利用についても検討していきたい。

次にミズダコに関係した話題を 2つ程述べる。

(その 1)

ミズダコの標識放流は次の3漁協が既に実施している。

(1) 小泊漁協:昭和6粋 2月-4月に40尾程度放流したが再捕報告はない

(2) 三厩村漁協:昭和6咋 4月に34尾放流したが再捕報告はない。

(3) 大間漁協:昭和62年 2 月一 3 月に 328尾放流しTこ。これについては昭和6~年 3 月から昭和6持 1

月にかけて15件の再捕報告があっTこ。再捕報告の詳細は略すが興味ある 1例について

述べる。

昭和62年2月9日に大間町大間灯台沖1.8マイル(水深3D視〉に放流した80尾のミズダコのうち 1尾

(1.5kg)が309日後の12月14日に函館市古川町沖(水深60m)で空縄 G薗称バッタ縄〉によって再捕

された。このときの体重は26.銚9で放流時の17.8倍に成長したことがわかった。このミズダコ l尾の価

格を12月25日の今別町西部漁協の入札価格をもとに試算すると次のようになる。

放流時:456円(1. 5 kg X @ 435円/kgX0.7) 

再捕時:雌の場合9，326円 (26.8匂X@435円/kgX0.8) 

:雄の場合6，994円 (26.依gX@435円/kgX0.6) 

(註:再捕時の性別が不明のため〉

再捕時の価格はそれぞれ放流時の価格の20.4倍、 15.3倍にもなることがわかり、これらの情報が標識

放流を実施しようとしていた竜飛漁協、三厩村漁協、今別町西部漁協、今別町東部漁協の関係者に大き

な刺激を与えることができTこ。

(その 2)

昭和61年度(昭和61年4月一昭和62年3月〕におけるミズダコの漁獲状況を述べる。
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漁協別漁獲量、漁獲金額および平均単価を第3表に示す。

漁獲量、漁獲金額とも大間漁協がそれぞれ20.3%、20.7%を占めて最も多L、。各漁協の平均単価は

452円/kg-180円/kgの間にある。

月別漁獲量.漁獲金額を第3に示す。

漁獲量が多い月は12月、 2月でそれぞれ年間漁獲量の19.1%、18.6%を占め、 12月から2月の3ヶ月

聞に総漁獲量の54.6%を漁獲する。

第 3表 タコ漁獲状況

漁協名
61 年 4 月 ~62 年 3 月

数量it) 金額吋 単価守

岩崎村 15.0 4，197 279 

深 浦 38. 7 7，852 202 

風合瀬 16.2 4，582 282 

大戸瀬 108.4 30， 306 279 

鯵ケ沢 116.6 35，330 303 

下 日IJ 16.7 6， 048 362 

泊 128.6 47，898 372 

竜 飛 52.9 16， 730 316 

三厩村 80.3 27，737 345 

今別町西部 37.0 12，850 347 

今別町東部 35. 7 11. 796 330 

脇野沢村 2. 1 903 430 

佐井村 148.1 59，360 400 

奥 P 14.0 5， 585 398 

大 間 362.6 138，404 381 

虫官 浦 44.4 17，927 403 

易国間 54.0 22， 149 410 

下風呂 104.4 47，248 452 

関根浜 36.0 15，287 424 

石 持 21. 9 8， 976 409 

野 牛 124. 7 50，215 402 

~玉.， 屋 67.0 29，801 444 

尻 屋 82.5 32， 378 392 

尻 労 58.0 24，242 417 

小田野沢 20.5 9， 393 458 

白 糖 1.4 563 402 

泊 0.5 149 298 

六ケ所海水 O. 1 18 

1. 788. 3 667，924 373 I 

(県漁連)
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第 3図月別タコ取扱い実積
(県漁連)

第4表タコ販売規格

漁 協 呼 称 規 格 価格

大戸瀬 ""7 ダ コ 5.0切以上 マダコ
鯵ケ沢 一才 ダ コ 5. Okg未満 小ダコ
深 浦 水 5l コ 5.依g以上 水ダコ

水 ダ コ 5.0kg未満 小ダコ
下風日 マタコ、水ダコ 3.0kg未満 小ダコ 8掛
易国間 の区別はない 3. ()---15.0kg 並ダコ 基準
世官 浦 15.0kg以上 大ダコ 6掛

大 間 マダコ、水ダコ 3.0kg未満 小ダコ 8掛
大畑町 マ ダ コ 3. ()---15.0kg 並ダコ 基準

水 ダ コ 3. ()---10.0kg 並ダコ 基準
て才 ダ コ 15.0旬以上 大ダコ 8掛
水 ダ コ 1O.0kg以上 大ダコ 6掛

石 持 マダコ、水ダコ 3. Okg未満 小ダコ 7掛

野 牛 てr ダ コ 3.ト-15.0kg並ダコ 基準
杢ιi玉J 屋 水 ダ コ 3.0-】-12.0kg並ダコ 基準
尻 屋 て才 ダ コ 15.0旬以上 大ダコ 8掛
尻 労 水 ダ、 コ 12.α'9以上 大ダコ 6掛
関根浜

小田野沢

佐井村

竜 飛

三厩村

今別町西部

今別町東部
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